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元代の 「擬蒙漢語」と 現代の青海・甘粛方言

川澄 哲也

0 は じめに

 中国が蒙古族 の強い影響下にあった13―14世 紀、統語構造が蒙古語 に酷似 し

た漢語,つ ま り本稿でい う 「擬蒙漢語」が一部の文献に書き残 された。代表的

なもの としては 『元典章』『通制條格』『孝経直解』『元朝秘史』『老乞大』1な

どが挙 げられ る。これ ら擬蒙漢語 に関する研究の歴史は長 く、論考も多い。 し

か し本稿 が扱お うとす る 「擬蒙漢語がいかなる性質の言語であったか」とい う

点については、未だに確定的な説が提出されていない。

 本稿では、擬蒙 漢語 と類似 の環境 におかれ た現代 の漢語青海 ・甘粛方言 との

類型的比較 を通 じて、 「擬蒙漢語 は実在の接触言語であつた」 と主張す る。

1 先行研究とその問題点

 本節ではまず、擬蒙漢語の性質が先行研究 において どのよ うに考 えられてき

たのかを概観 する。以下 に主な研究者の主張を引用す る。また主張の際に言及

した文献 も挙げてお く。

串タイ トル 中の 「擬蒙漢語」とは
、従来 「蒙文直訳体j或 いは 「漢児言語」 と呼ばれてき

た漢語の ことである。「蒙文直訳体」とは 「蒙古語で書かれた法制文書を課史(翻i澤官)が中

國語に醗課す る時に用い る文髄」(田中(1962:187)),「漢児言語」 とは異民族統治下の中国

における(漢族 を含めた)諸民族の共通語のことを指す(太田(1954)参 照)。先行研 究では屡々

この二つの用語 が混同 して用いられてきた。しかしこの二種類の呼称は 「口語性」とい う

点をめぐって大きく対立 しており、―方のみを用いてこれ らの漢語全体を指すことは適当

でない。本稿では上記二種の呼称を包括する呼称 として 「擬蒙漢語」とい う用語を用いる。

また、青海・甘粛方言 として本稿が扱 つているのは、具体的には西寧話,河 州話,蘭 州話,

臨夏話である。

 なお本稿は2003年6月 日本言語学会第126回 大会で行つた口頭発表 「接触言語 として

の蒙文直訳体」に加筆修正 したものである。発表に際 し貴重なコメン トをいただいた多 く

の方々に感謝いた します。
1擬 蒙漢語文献の書誌情報 については

、後に脚注4,6―8にて本稿で扱 うものを中心に述べ

る。
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・太 田(1954;22及 び24)

文 献:『(明 刊 本)老 乞 大』『孝 経直解』 『元 朝秘 史(総 訳)』

「(北方諸民族 間の:筆者補)当時の共通語であつた」

文献:『 元典章』『通制條格』「白話碑」

「多分に類型化 してお り、そのままが 口頭語である とはと うてい考 えられな

い」とい う条件付 きなが ら「大体において口語 に基づいてい ることは疑ない」

・田中(1962:187)

文献:『 元典 章』 『孝 経直 解』『元朝秘史(傍 訳)』 「白話 碑 」

「蒙古語で書かれた法制文書を繹史(翻課官)が 中國語 に醗課する時に用いる

文膿」

・亦(1982:164)

文 献:『 元 典 章 』

「不顧双悟固有的濤法規律和用醤)ヨ慣,径杁蒙古悟原文机械地翻澤冠来的公

文」(漢語本来の語法・用語法を無視 し、蒙古語原文から機械的に翻訳した公

文書)

・橋 本(1989:901)

文 献:『 孝 経直 解』 『元典 章』 『元朝秘 史(総 訳)』

「ほぼ、元代の 口語に近い ものであった と判断 され る」

・宮(2002:175)

文 献:『 孝経 直解 』 『(元刊本)老 乞 大』

「モンゴルが意識的に作 り出した書面上の文蹉 であ る」

 以上よ り、擬蒙漢語の性質 に関しては、「実際に使用 されていた言語」 とい

う意見 と、 「蒙古語文書 を翻訳するための文体」 とい う二つの見解が対立 して

いることがわかる。先行研究において意見が―致 しなかった要因としては、次

の二点が考え られ る。
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① 語学的見地か らの論拠が提出されてこなか つた2。

② 標準的な漢語 との比較 しかなされて こなか った。

 この間題点 を解決す るために、本稿 では比較対象 に現代 の漢語青海 ・甘粛方

言 を用いる。この方言 は古 くから蒙古語系、或いはチベ ッ ト語系の言語 と接触

を繰 り返 してお り3、擬蒙漢語 との比較には最適 の漢語であると考え られ る。

2現 代の青海 ・甘粛方言か ら見た擬蒙漢語

 本節では擬蒙漢語 と青海 ・甘粛方言の比較 を行い、両言語 に共通 の言語変容

が起きてい ることを示 したい。

2.1SOV型 の漢 語

 標準的な漢語の語順 はSVO型 である。 しか し本稿 で扱 う二種類の漢語 は、

標準漢語 とは異なる様相 を呈 している。以下、それぞれについて述べ る。

2.1.1擬 蒙 漢 語

 擬蒙漢語の最大 の特徴 は、通常の漢語 と比べて、非常に多 くOV型 の文 を用

い る点にある。 以下に例文 を挙げるが、 目的語に下線、動詞 に二重線 を付す。

(1)百 姓毎女弦見與了蕊 「民衆達は娘 を与 えてい る。」(『通制條格』43-24a-7)

(2)如 今称 母親 、兄弟行5尋去。 「今、お前の母親,弟 を捜 しに行 け。」(『元朝

秘 史』6巻 二(87))

2先 行研究においては擬蒙漢語の性質について、多くは論文の冒頭 にていわば 「前提条

件」のよ うに記述 され、何 らの論拠 も示 されることはなかった。唯一太 田(1954:22)では 「も

しいわゆる蒙古語直訳体なるものが単なる翻訳の一過程 としてのみ存在 したものである

な らば 『孝経直解』のようなものがなぜ刊行 されたか説明することはできない」 と述べ

る。つま り元来より 『孝経』は漢語の文献なのだから、その 口語訳版である 『孝経直解』

に用い られ た言語は蒙古語翻訳用の言語た り得ないとい う論旨である。 しかし宮(2002)が

指摘す るように、『孝経直解』以前にも蒙古語訳 『孝経』は出版されてお り、『孝経』→蒙

古語訳 『孝経』→ 『孝経直解』とい う重訳過程も想定可能であるため、論拠 としては弱い

と言わ ざるを得 ない。
3付 録2の 言語地図も参照

。
4元 代に編纂 された判例集

。全30巻 だがi,10～12,23～26巻 を欠 く。吏読体漢語(法制

文書用の漢語)で記 された文書の他、全体のおよそ3割 にあたる約200の 文書が擬蒙漢語

によつて書かれている。また本稿では扱わないが、先に挙げた 『元典章』もこの 『通制條

格』と類似の文献であり、両文献に共通 して収録 され る文書 も多い。なお括弧内で後続す

る数字は、用例の出現箇所 を、巻数葉 数 表a壊b一 行数の順に記 してある。
5例 文(2)で用い られ る 「行」は後置要素

。詳 しくは2.2.2で 後述する。
6チ ンギス・ハ ンの一代記

。全12巻 。漢字による蒙古語音写部分 と漢語による傍訳(_逐 語

訳),総 訳(=抄 訳)か らなる。特に断 らない限 り、本稿において 『元朝秘史』と言った場合、
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(3)心 裏 一 般愛 有。 「心 には 同様 に愛 が ある。」(『 孝経 直 解』74a-7)

(4)健 豊 窪 的不是 。 「俺 が 自分 で着 るん じゃな い。」(『 老 乞大 』826b-10(73))

 例文(1)(2)ではいず れ も、 目的語が動詞に先行 してい る。例文(3)も、漢語 と

しては珍 しい語順である。また例文(4)の ように、動詞が コピュラの場合であつ

てもOV語 順 になることがある。

2.1.2青 海 ・甘 粛 方 言

続 いては青海・甘粛方言についてである。

青海方言他動詞文の基本語順 について、程(1980=142)は 以下のよ うに述べて

いる。

「"宴―劫"式 是青海方言句法的一秤基本格式,宕 不象在普通活里作力"変 例"

出現 。」("目 的語 ―動詞"語 順は青海方言統語法の基本形であ り、それは標準

語 において"変 例"と して出現す るの とは異なる。)

 ま た頁(1990:37)で も次 の よ うにい う。

「宕 的基本 洞 序是SOV式 。」(そ の(=青 海 ・甘粛 方言:筆 者 補)基 本 語順 はSOV型

で あ る。)

 以 下に例 文 を挙 げ る9。 目的語 に下線 、動 詞 に二重 線 を付 す。

(5) sユ/2t6i繝m1 no/3 m� xaio pu/4塑.(QI1)

(吋 向 我 伯 姶 不 笠 。)

「時間は我 々を待たない。」(程(1980))

漢語総訳部分を指す。括弧内で巻数に後続する数字は、小澤訳(1997)及 びCleaves(1982)で

用い られ る節数を表す。
7戦 国時代に著 された 『孝経』を

、元代のウイグル人貫雲石が擬蒙漢語 を用いて書き改め

た文献。量的には15葉 と少ない。括弧内には用例の出現箇所 を、葉数 ・表a/裏b一行数 の順

に記 してある。
8高 麗王朝の通文館(後の司訳院)で編纂 された漢語の教科書

。 これまでは明刊本が知 られ
ていたが、前世紀末、韓国で元刊本が発見 された。本稿では元刊本 を用いた。全40葉 。

括弧内に用例の出現箇所 を、葉数・右a/左b一行数の順に記 してある。 またその後ろの括弧

内には、金他訳注(2002)で は第何話にあたるかを記 した。
9例 文は漢字音 と漢字表記とを併記する

。青海方言の漢字音は西寧音を採用 し、漢字表記
と共に張編(1994)に 依拠 した。甘粛方言の漢字音は蘭州音 を採用 し、漢字表記 と共に王・

趣編(1997)に 依拠 した。「ノ」の後の数字は声調を示す。音調はそれぞれ次の通 り。青海方

言:7=/44/,2=/24/,3=/53/,4=/213ノ 、甘粛方言:1=/31/,2=/53/3=ノ442/,4=/13ノ.声 調が付 され

ていない場合は軽声である。なお漢字音の表記は一部簡略化 してある。
1。[xa](「瞭」)は 目的語に付 される後置要素である

。詳 しくは2.2.2以 降を参照。
u括 弧内のQは 青海方言の

、Gは甘粛方言の用例(或いは漢字音)であることを示 している。
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(6) no/3 ne/3 ts`a/2 xuo∠ 工1io.(Q)

(我  塑―蓋  墨 了 ・)

「私は乳茶を飲 んだ。」(頁(1990))

(7) ni/3 xo/3 xo/3 ts2 fu/1 ni�/4.(Q)

 (弥 好 好 地 圭ii.,7,。)

 「し っ か り勉 強 しな さい(本 を読 み な さい)。 」(Dede(1999b))

(8) va/3 tien/4 in/3 p`io/4 me/3 xa lo.(G)

 (我 亀 影 票 塁 下 了 。)

「私 は映 画 のチ ケ ッ トを買 つた。」(謝 他(1996))

 (5)一(8)いずれの例文 において も目的語は動詞に先行 してお り、SOV型 の語順

になってい る。 冒頭で述べた ように、青海 ・甘粛方言 は多 くの言語 と接触 して

いる。青海 甘粛方言の基本語順がSOV型 であることは、それ ら他言語 の基本

語順がいずれ もSOV型 であることと無関係 ではないだろ う。

 一方、標準漢語 と同 じSVO型 の文は青海 ・甘粛方言にも見 られ、近年若年層

を中心 に多 く用い られているようであ るが、李焙(1993)が 行 つた社会言語学的

調査によれば、青海 ・甘粛方言の話者が最 も当該方言的である と感 じる語順は、

やは りSOV型 で あるとい う。

2.1.3 小結 ・sov型 の漢 語

 先行研究においては屡々、擬蒙漢語にSOV語 順の文が多 く見 られ ることに

関 して、それは蒙古語直訳に起因 した現象で あると主張 されてきた。 しか し青

海 ・甘粛方言 における構造変化の事例 を見る と、擬蒙漢語の ようなSOV型 の漢

語が言語接触 の結果発生 し、元朝時代に実際に使 われていた と考 えることは可

能であろ う。

2.2 後置要素の使用

 漢語は通常、介詞(=前 置詞)、或いは語順 によって格標示 を行 う。 しか し、

前節で述べたよ うなSOV型 の文 を多用す る擬蒙漢語及び青海 ・甘粛方言では、

後置要素 による格標示 が行 われる場合がある。以下、便宜的に蒙古語の格体系

(与位格 ・対格 奪格 ・造格 ・共同格)に基づき、それ ぞれの格標示 を行 う後置要素

について見てい く。以下の例文で口で囲つた ものが後置要素である。
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2.2.1 擬 蒙漢 語12

●与位 格

(9>大 醤医 國重重的酬謝也。 「お医者様に厚 くお礼 しま しょう。」

  (『 老 乞大 』30b―9(84))

(10)金 國 皇帝囹 奏 知。 「金 国 の皇帝 に知 らせ よ う。」(『 元朝 秘 史』 巻 四(134))

(11)遠 田地園 去 呵,「 遠方 に行 つて も、」(『 孝 経直解 』14a-10)

 目的語が場所の揚合 は 「裏」、揚所以外の場合は 「根底」「行」等が用いられ、

後置要素の使い分 けが行われ る。 「行」は 『元朝秘史』で多用 され る。

●対格

(12)女 弦見團 水裏撤的人毎,「 女児を水中に捨てた人々は、」

  (『通 制條 格』4-22b-4)

(13)児 子毎囲 疾快喚覚起来。「子供達を早く起 こせ。」(『 元朝秘史』巻二(99))

 対格後置要素 としては 「根底」 「行」が多用 され る。但 し目的語が無生物で

ある揚合 、後置要素による格標示は行われに くく13、大凡は語順、或いは介詞

(「將」 「把」)に よって標示 される。

●奪格

(14)我 ―箇肚皮園 生的。 「私の一つのお腹から生まれたのだ。」

  (『元朝秘史』巻一(22))

(15)百 姓毎圃 不掠甚塵科要胤 「民衆達か らあらゆる物 を徴収 している。」

(『 通制 條格 』2-29a-8)

但 し時間的な奪格表現の場合、後置要素が使われ ることはない。

●造格

(16)托 鞭 聴 福 陰團 「兄 貴達 の恩 恵}こよっ て 、」(r老 乞 大』37b-9(102))

(17)鋪 馬園 送 喜鷹 的,「 駅伝 馬 で黒鷹 を送 る者 は 、」(『 通 制 條格 』27-9a-3)

正2付録1「 擬蒙漢語文献毎の格標示法一覧」 も随時参照 されたい
。

13目 的語が無生物の場合
、後置要素による格標示は 『通制條格』に3例 あるのみである。
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 例文(16)で は 「介詞(「托著」)+目 的語+後 置要素」 とい う珍 しい構造が用

い られてい る。なお例文(17)の ような 「裏」のみによる造格標示は、『通制條格』

に しか見 られない特徴 であ る。

●共同格

(18)與 西相1垂 ヨ商量者。 「西相 と協議せ よ。」(『 通制條格』3-Sb-7)

(19)與 兄察阿 国 商議 「兄チャガタイ と協議せ よ。」(『元朝秘史』巻続 二(279))

後置要 素による共同格標示の用例数は比較的少ない。

2.2.2青 海 甘粛 方 言

 本節 では、2.2.1に 対応 させ る形で、青海 ・甘粛方言にお ける後置要素 につ い

て記述す る。

●与位格

(20)no/3ni/3●i/1p�/3fu/l ki/41io.(Q)

 (我 弥 匡1一 本 需 姶 了 。)

 「私 は 君 に 一 冊 本 を あ げ た 。」(質(1991))

{21}va/3 a/1 ka/1●Gia/3 ka�n/4.(G)

 (我 阿 毎 囹瘁E ↑'信 。)

 「私 は 兄 に手紙 を書い た。」(李 畑1993))

(22) nシ3β班ni�/2國 pa/414 tβ・y/4…(Q)

(祢 西 守ﾘ糞 去…)
「君 は 西寧 に行 くな…」(王 ・昊(1981))

例文(20)と(22)を 比較すればわかるよ うに、青海 ・甘粛方言の後置要素[xa]は

目的語が人を表す語 ・場所 を表す語 のいずれであつても用い ることができる。

●対格

(23)t`a/1●va/3 t軈yen/410 pen/4 t`ien/1.(G)

(他 圃 我 幼 了 半 天 。)
「彼 を私 は長 い 間説 得 した。」(易(1982))

14[po/4](「 糞 」)… 禁止 を表 す
。標 準語の 「不要」 「男q」に相 当す る。
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(24)tien/4 SI」4●k`en/4 ti S/,/2 xou/2 tGia/1"le/210.(G)

(屯 視 圃 看 的 肘 候 家 来 了 。)

「テ レビを見 て い た時 、彼 が来た。」(李 熾1993))

(25)ia/2ku縺vlt・ 》3t§ ・5/3t5・/3, ia」416 t§VI P・t§`5/2.(Q)

 ( 牙 美 子 月中  者,坂 囮  吃 不 成 。)
「歯 茎 が腫れ て 、 ご飯 を食 べ られ ない。」(張 編(1994))

 対格 の後置要素 にも[xa]が用い られ る。 目的語が人であっても物であつても

[xa]は付加す ることがで きる。

●奪格
(26)t`a/3pa/4 trin/1●xuei/41e/210.(G)

(他 北 京  回 来 了 。)

「彼 は北京 か ら戻 つ て きた。」(弓(1984))

(27)exu17●t`a/3 tse/4 pu/4 fo/1 xua/41i・ 。(Q)

 (  他 再 不 悦 活 了 。)

「そ の 時か ら彼 は話 さな くな った。」(要(1991))

青 海 ・甘粛 方 言 の奪 格後 置要 素 の[ta]18は、揚 所 的 ・時 間的 奪格 を 問わず用 い る

こ とが で き る。

●造 格

(28)tqia/1 t・/4 m・/2pi/l lia gi・ノ3t・z/4 t§・.(Q)

(家 逮 毛 筆 國 写 字 者 。)

「彼 は筆 に よって 字 を書 く。」(張 編(1994))

(29)・ シ3k`・ ・/4t・1團tδ`▽1.(G)

 (弥 模 子 國 吃 。)

「君 は箸 で食 べ る。」(李 姉(1993))

u青 海 ・替粛方 言 におい ては三人称代名詞 と して
、[t`a/3】(「他 」〉と[t輅a/1)(「家 」)が 同様

に用い られ る。
16李 克 郁(1987)に よ る と

、青海方言 の一部で は[xa]を[a】 と発 音す る とい う。 そのため[a)は

[xa]の 異 形 態 と考 え られ る。
17賞(1991)で は[

exu]に 「那 吋(そ の時)」 と訳 が付け られて い る。漢 字表記 はない。
IS奪 格 後 置 要素 としては他 に

、李克郁(1987)に[sa]、 Dede(1999a)に[t伽}と い う音形 が報 告

され て い る。先 行研 究 では[ta】に 漢字表記 は与 え られ てい ない。
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 造格 後 置要 素 と しては青 海方 言 では[tia]、甘粛 方言 で は[la]が 用 い られ る。ま

た青海 方 言 で は(28)の よ うに介詞[te/4]を 併用 す る用 例 もあ る19。 この構 造 は擬

蒙 漢語 の例文(16)と 共 通 して い る。

●共同格

(30)・y3負/2国Ul tg`u/3・1・/21i・?(Q)

( 弥  准  国 一 如  ノL 来 了?)
「君 は誰 と来た の?」(都(1995))

(31)i/4ka/4 k剖3 t幽t§ ・・/1團 桝k。/4 ta/4 k`認3 t婁`。/1團

(一 介 系 汽 牟 國 一 介 大 兼 牟 國

p`an/4 xa ti/2 ts`en/2 ti/2 xan/3.(G)

磁 下 得 惨 得 根 。)

「小 さ な車 と 大 き な 車 とが 激 し くぶ つ か つ た 。」(李 炸(1993))

 造格同様、共同格の後置要素 も青海方言では[lia)、甘粛方言 では[la]が用 い ら

れ る。造格 と共同格 に同じ形態素を用い る現象 は周辺言語 では土族(モ ングォ

ル)語 、保安(バオア ン)語と共通す る20。さらにその音形 は土族語格語尾の音形

([la])と似ている。

2.2.3 小結 ・後置 要素 の使 用

 以上見てきた よ うに、擬蒙漢語 と青海・甘粛方言では共通 して、後置要素に

よる格標示が行われている。「擬蒙漢語=翻 訳用文体」を主張す る先行研究 にお

いては、これ ら後置要素は蒙古語原文の格語尾 を漢語に置 き換 えたもの とみな

されてきた。 しか し青海 ・甘粛方言の言語変容の事例をみ ると、後置要素を使

用す る漢語が元朝時代、実際に使 われていた と考えることも十分可能であ る。

但 し両言語の後置要素の用法 には差異 も見 られる。これ らの差異が何 に起因

してい るのかについては、今後 も考えていく必要がある。

2.3 否定辞 の語順変化

 標準漢語では否定辞 を他の副詞,動 詞 と併用す る場合、語順は 「否定辞+副

詞+動 詞」となる。 しか し本稿で扱 う二種の漢語 には共通 して、「副詞+否 定辞+

動詞」 とい う構造が確認できる。以下それぞれの漢語について見てい く。□で

19都(1995)
,p.57.

2。但 し土族語の揚合
、方 言 に よって は造格語尾 一ra,共 同格語 尾 一laのよ うに、多少音 形

が異な る場合 もある。角道(1990),p.181参 照 。
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囲ったものが否定辞で ある。

2.3.1 擬 蒙漢 語

 擬蒙漢語 における否定辞の位置は、標準的な漢語 と同 じくおおよそ(32)(33)

のよ うに、その他 の副詞や修飾語 より前置 され る。

(32)八 忽 管着的探馬赤毎 困 好生白歴 治,… 「ノ惚 が管理 してし・る探馬

赤 達 は 、 しっか りとは治 めず、 …」(『 通 制條 格 』16―19b-3)

(33)1困 那 般 説 。 「そ う言 うな 。」(『 老 乞 大 』.,...(19))

しかし動詞や形容詞の直前に否定辞が使われている用例も数例発見された。

(34)喧 毎根底不呈献 、明白困奏了,休 與人蕎 「我 らに上奏せず、明 白に奏す

  る こ とな しには人 に与 え るな。」(『 通 制條 格 』27―1a-3)

(35)檀 自囲 断者。 「勝手に断 じるな。」(『通制條格』28-7b―3)

(36)父 母但有不是庭呵,急 く的索苦諌了着,這 般困 諌,則 管順着錯庭行呵,…

「父母 に過 ちがあればす ぐに根気強く諌 めるべきで、そのよ うに諌めないで

ただ誤 ったまま事をは こぶにまかせたのな ら、…」(『孝経直解』13a-4)

(37)休 底似 的囲 早 行。「そん なに早 く行 くのは止 しな さい。」(『老 乞 大』8a-4(19))

(38)悠 底似 的囲 多索21。 「あん ま り多 く求 める な。」(『 老乞 大』23a―3(62))

例 文(34)(35)で は、副 詞 「明 白」 「檀 自」 は否定 辞 に先行 してい るが 、実 際 に

は 「不 」 「休 」に よつて動詞 「奏 」 「断」 と共 に否 定 され る。例 文(36)は 「そ の

よ うに諌 め る」 こ とを否定す る文脈 で あ り、 「否 定辞」+「 這般 諌」 の よ うな

語順 が 期 待 され る。例 文(37)(38)に つい ては 、金 他 訳注(2002:85)で も指 摘 され

るよ うに、それぞれ 「囲底似 的早行」 「囲 底似的多索」 となるべきである22。

21十 五世紀末か ら十六世紀初めに改訂された 『老乞大』(以下 「明刊本 『老乞大』」)では

「弥不要十分多討」のよ うに、否定辞 「不要」(元刊本の 「休」にあたる)と副詞 「十分」(元

刊本では 「底似的」)の位置が元刊本 『老乞大』 と逆に書き換えられている。
22『元朝秘史』にも動詞の直前に否定辞が置かれる用例はみ られた

。
・這話伽 眺 説。 「この話 はもうするな。」(巻七(140))
・称若勝我時 ,倒 了庭胚 起。「お前が勝てぱ私は倒れた場所か ら立ち上がるまい。」(巻

続一(254>)

 本来は 「休再説J「 不再起」のような語順が期待 される。但 し副詞 「再」の場合、「再+

否定辞」の語順で 「二度 と～ない」のように強調を表す用法があり、統語論上この構造 に

問題はない(但 し対応する蒙古語原文に強調のニュアンスは特には含まれていない)。
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2.3、2 青海 甘 粛 方言

 続いて本節で は、青海 ・甘粛方言 における否定辞の位置 について述べ る。以

下に例文を挙げる。

(39)・ ・/3t・1/36i/4睡k`�/4 ku/4.(Q)

(我 仔 緬 国 看 違 。)

「私 は詳 細 には 見 てい ない。」(張 編(1994))

(40}t`a/3ts`�/2 tg`�/2 n�/4 s1/2 u/4 S�/4 p�/1.(Q)

 (他 常 常 按 吋 困 上 班.)
「彼 は よ く時 間通 りに 出勤 しない。」(張 編(1994))

(41)t・i�/1t6・y4 xu/2 t・/323 u/4㍗/1.(Q)

 (天 『 胡 螂 困 熱 。)
「天 気 は とて も暑 い わ けで もない。」(張 編(1994))

(42)tsu�/1tsz l to/41ioxo, tse/40/4 ts`�/4.(Q)

(庄 子 里 到 了 崎,再 国 唱.)

「村 に着 いた ら も う歌 うな。」(程(ユ980))

(43)・ ・/3・・/3國k・n/4xua/2,1・ ・n/4 p`・/3・a/41乱(G)

(好 好 困 干 活,乱 胞 捨 哩.)

 「しっか りと働 かない で ど うしてむや み に出歩 くのか。」(王 ・趣編(1997))

 (39)(40)は 標 準 漢語 で は次 の よ うに、 「否 定辞+そ の他 の副詞 」 とい う語 順 を

とらなければな らない。

(39)'我 国 仔 鍋看 」ま。 (40)'他 常常困 按 吋上班 。

 また(41)の よ うな構造の文 は標準漢語でも用いる(i.e.「天代根不熱」)が、そ

の場合 「天気は全 く暑 くない」のように全部否定 となる。一方、青海方言 の例

文(41)は 部分否定である。

 これ らの用例か らわか るように、青海 ・甘粛方言の否定辞 は動詞の直前に用

い られ る。青海 ・甘粛方言の否定辞は例外 なくこのよ うな位置 に現れ る24。

23[xu/2 tu/3](「 胡 嚇 」) … 非 常 に 、 と て も。 標 準 語 の 「根 」 に あ た る 。
24程(1980)

,pp.145―147,王 ・超 編G 997), p.86.
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2.3.3 小 結 ・否 定 辞の 語順 変化

 前節で述べた青海 ・甘粛方言の否定辞の位置の変化 には、周辺言語の影響が

考え られ る25。以下の例文は蒙古語系言語の用例である。

(44)t軋x・uu 國  9・王・!

  君 でた らめに ～するな 言 う 「でた らめを言 うな。」

(45)t。 η9・ 國  ga!

そのよ うに ～す るな す る 「そのよ うにす るな。」

(土族語(用例 は照那期圏編著(1981)よ り))

(46)  t鉐  godﾘana   t9㎡ η99    d多iga葛  匡璽     nd多io!

君  自分  そのように 小 さい ～す るな 見る

「自分 をそのようにさげすむな。」(保安語(布 ・刻編著(1982)よ り))

(47)bi pu・a國 atsuz・ ・.

  私 再び ～ない 行 く  「私は もう行 かない。」

(48)funiayan b・・9・id%i・b P・・。 國 辻。・。.

   狐   玉蜀黍 食べ る 再び ～ない 来 る

  「狐はも う玉蜀黍を食べに来なかつた。」(東郷語(刻編著(1981)よ り))

 例文(44)―(48)からわか るように、周辺言語においては、否定辞は動詞 ・形容

詞 と緊密 に結びつ き、その他の程度副詞や修飾語は否定辞 よりも前に置かれて

いる。つ ま り青海 ・甘粛方言 と同 じ位置に用い られ る。

 先行研究では、擬蒙漢語において否定辞の位置が変化 してい る用例 について、

蒙古語直訳の結果 であ ると見 ることが多かつた。 しか し青海 ・甘粛方言の事例

を考慮す ると、このような漢語が元朝時代、実際に使われ ることもあった と解

釈できる。但 し擬蒙漢語 において否定辞 の語順が変化するのは動詞を否定する

場合 のみである。

2.4 存在動詞 「有」の特殊用法

 標 準漢語の存在動詞には 「有」 と 「在」の二種類 があるが、それぞれは文の

構造 によ り以下のA/Bの ように使 い分 けられ る。

A.「 場所 語」+圃+「 存在 の主体 」(「 存 在 の主 体 」�s 定 ・未 知)

e.g.那 里固 十 来介人 。 「あそ こに十人 くらい居 る。」

25程(1980)
,pp.145-147,頁G990), pp.41-43.程(1980:146)で は 「明星地 是受 了藏悟洞序規 則

的影 哨」 と、チベ ッ ト語 の影響 を考えてい る。
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B.「 存在 の 主体 」+圏+「 場 所語 ゴ(「 存在 の主 体 」=特 定 ・既 知)

・.9.地 圏 男哩 ・ 「彼 女 は あそ こにL・る.」

 しか し、SOV語 順 を多用す る擬蒙漢語及び青海 ・甘粛方言ではこの構造的区

別が失 われるた め、存在表 現を行 う際、動詞 「有」を場所語 に後置す るとい う

晴 」の特殊な用法がある。以下それぞれの漢語 について実例 を見てみたい。

2.4,1擬 蒙 漢 語

(49)火 見赤 也 這裏昼 「火 児 赤 も ここにい る。」(『 通 制 條格 』2-27b-9)

(50)未 知帖 木真 他 家裏 固.;.,,,arテム ジンカ嫁 にい るか い ない か知 らなv・.J

  (『元朝秘史』巻二(100))

(SI)我 的妻子見在皇帝父親庭固 、「我が妻子は現在、皇帝なる父の許にいる。」

  (『元朝秘史C巻 六(183))

(52)井 奮 那裏 匿/「 井 戸 は どこにあ る。J(『 老 乞大 』9a-10(23))

(53)急 都 則這 裏圃 者。 「お前 た ちは ここにい な さい 。」

  (『 老乞 大』25a-6(68))

(54)伽 都 這 裏囹 者。 「お 前 は ここにいな さい。」(『 老 乞 大』zsb-6(69))

 (49)(50),(53)(54)の 「有」 は特殊 な用 法で ある26。 また例 文(51)(52)で はす で

に動詞 「在 」 が用 い られ てい るた め、文 末 の 「有 」 は本 来不 要 で あ る27。

2.4.2 青 海 ・甘 粛 方言

 青 海 ・甘 粛 方 言 に も、特 殊 な 用 法 の 「有J(Q[iva/3]・G[iou/3])が 時 折 見 られ る。

(55)ts`u�/1 ts�/3 a/11'uz/31ia28?(Q)

( 村 長 阿 里 圃 隔?)
「村 長 は どこにい るか?」(張 編(1994))

(56)ts�/4 xo/3 no/3 ne/4 tsa/329 iuz/31ia.(Q)

(正 好 我 奈 才L圃 咽.)
「丁 度私 は こ こにい る。」(張 編(1994))

26明 刊 本 『老乞大』 では(53)は 「侮都 只這裏等候着
。」,(54)は 「{ホ都這裏 等候着。」 と、動

詞 溺 「有」 か らf等 候(待 つ)」 に書 き換え られ てい る。
27例 文(52)は

、 明刊本 『老 乞 大』では 「那裏囹 井。」 と書 き換 え られ てい る。注26,27の

事 例 よ り、これ ら 「有 」の用法 が元代特有 のものであつた こ とがわ か る。なお、動詞 「在 」

と 「有」 の併 用 について は後 に3.2に て議 論す る。
28文 末 に用い られた[lia](「 晒 」)は 語気 詞

。
29[ne/4 tsa/3](「 奈 孔」) … そ こ、あそ こ。
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(57)ni/3 ts`2/4 e30 mo/2 iuz/3 xo31, no/3 i/3 tsZ/4 e pu/41e/2.(Q)

(祢 致 兀 没 固ﾘ,我 也 致 几 不 来 。)

「君 がそ こにい ない な ら私 もそ こに行 か ない。」(敏(1989))

(58)ni/3 iou/3§V432賦V4 t・1 x・ノ3 t`・・i/1.(G)

 (弥 固 是,日 子 好 推 。)
「君 が近 くにいて は じめて 日々 を良 く過 ごせ る。」(謝 他(1996))

 また擬蒙漢語 の例文(51)(52)の ように、「在」 と 「有」が併用 されている用例

も確認 できた。

(59)・ §u/3鈿/2tse/4 xu/4 t§珈V41m・/2画(Q)

(主 席 在 候 牟 室 里 没 圏。)
「議 長 は待合 室 に い ない。」(Dede(1999a))

2.4、3 小結 ・存 在動 詞 「有」 の特殊用 法

 以上見たよ うに、SOV型 の文 を頻用する両言語 に共通 して動詞 「有」の特

殊用法が確認できた。擬蒙漢語 の例文(49)(50)(53)(54)の よ うな 「有」の特殊用

法は先行研究において、 「ある/い る」に同 じ動詞 を用い る周辺言語 の影響を

受けた、「有」 と 「在 」の混用であると考え られてきた。 しか しこの ような現

象 が起 こるのは語順がSOV型 の時だけであ り、加 えて文末 に 「在」を用いる

ことはない。そのため 「有」 と 「在」の混用 と見 るよ りは、語順変化に起因す

る 「有Jの 特殊用法 と解釈するほ うが妥当であろ う。

2.5 複数標識の用法拡大

 本節では、擬蒙漢語 と青海 ・甘粛方言に見 られ る、複数標識の特殊用法にっ

いて取 り上げる。議論 の前提 としてまず、標準漢語 における複数標識 の用法に

ついて述べてお く。

 現代の標準漢語には複数を表す要素 として、 「4�7」がある。 しかしその用法

には制限があ り、人称代名詞や人 を指す名詞 に しかつけることがで きない。

e.g.「 我 佃 」 「老 師 伯 」 「*弓 伯 」 「*花伯 」

3。[t§V4 ej(「 致 几 」)… こ こ。
31句 末 に用 い られ た[

xo](「ﾘ」)は 仮定等 の語 気を表す 。 張編(1994), p.17参 照 。
32王 森(1991)に よ る と

、甘 粛方言 では[§V4](「 是 」)が 句 末 に用 い られ 、仮定の語気 を表す

場合 が ある とい う。
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2.5、1擬 蒙 漢 語

元代漢語 におけ る複数標識には 「毎」があ り、その用法には現代語の 「イ朗

と同 じ制限が ある。しか し擬蒙漢語文献にはこの制限か ら逸脱 した用法 の 「毎」

も数例見 られ る。以下、用例を挙げる(後続口内は和訳)。

・『通 制 條 格 』

民 田[民 営 の 田畑]毎(3-1a-3)那 裏[そ こ]毎(27―17b-6,28―11a-3)

柴 炭[薪 炭]毎(27-22b-1)星 暦 文 書 毎(28-30b―5)

・『元 朝 秘 史 』

騙 馬[去 勢 馬]毎(巻 六(181))

・『老 乞 大 』

頭 口[家 畜]毎(Sb-7(13),6a-5(14)etc.)馬 毎(7b―2(18),9a-10(23)etc.)

狗[犬 】毎33(15b-9(42))

2.5.2 青海 ・甘 粛方 言

 青海 方 言 の複 数 標識 「イ1]」([m緇)につい て、張 編(1994:180)に は次 の よ うな記

述 が あ る。

・「用 在 人称 代 洞 、指 人 、指 物 的名 洞后面表 示夏 数 。」(人 称 代名 詞,人,物

を指す名詞 の後 ろに用い られ、複数 を表す。)

用例 として、次 のよ うなものが挙げ られてい る34。

[tsu�/1幽1圃[kuz/3 ua/4 m緇[t§uo/1 tse m緇

(庄 稼41'7,狗 娃 ゴ豊,稟 子 但)

ま た 李 克 郁(1987)に も 次 の よ うな用 例 が あ る。

 [nio/3 e m緇[y/2 e m緇[xua/4 m緇[a/1 tsa/3 m緇

( 卑3ノ し 血ユ,色 ノし 4iユ, う舌  血ユ,   ﾟ可 才し 玉ユ35)

また王・趣編(1997)に は甘粛方言の 「伽([man])は あらゆる名詞 に付加す るこ

とがで きる と記述 され、次のような用例があげられ ている。

[xua/1 uz m疣][xua/4 m疣][to/1卿]

(花  ノL、41'ユ,  活   仙  フコ  ゴ[ユ)

33明 刊 本 『老 乞 大 』 で は 「狗 子 」 と 書 き 換 え ら れ て い る
。

34[m緇が 付 さ れ て い る
・名 詞 の 意 味 は そ れ ぞ れ 、[t§uδ/1toia/1]=農 作 物 、[kuT/3 ua/4]=子 犬 、

[tsuo/1 ts1];机 で あ る 。

35[a/1tsa/3]… ど こ
。 次 の よ う な 例 文 中 に 用 い られ て い る:

 ・ni/3 a/l t摩a/3 m縟(声`y/4 ku?

(像 阿 孔 ゴ亘 去 辻?)「 あなたはどこどこに行つたことがあるの?」
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 この よ うな 「TI'7」の 用法 は標準漢 語 に は見 られ ず36、 青海 ・甘 粛方 言 の特徴 で

あ る とい え る。

2.5.3 小 結 ・複 数 標識 の用法拡 大

 上で見た複数標識の用法拡大にも、周辺言語の影響が考 え られ る。ここでは

蒙古語,保 安語,東 郷語,土 族語の複数標識について用例をあげる。

・蒙古語 …`一ωld,一恐:d'

xuux。d(子 供)-H=d xGen(羊)-Q:d ger(家)一 廿:d(道 布 編 著(1983))

・保 安 語 …`-1。'

iad年i(子 供)―la fgor(去 勢 牛)-la�le(机)-1。(布 ・刻 編 著(1982))

・東 郷 語 …`-la'

kun(人)―la mori(,,,.)-la§ulro(机)-la(刻 編 著(1981))

・土 族 語 …`-sge'

kun(人)-sge mori{,,,.)-sge�ree(机)-sge(照 那 斯 圏編 著(1981))

 上例か らわかるよ うに、いずれの言語 においても、これ ら複数標識は先行す

る名詞 の有生・無生 にかかわ らず付加することができる。

 擬蒙漢語 「毎」の特殊 な用例について、田中(1962:217)は 「『毎』の濫用」「直

課膿 にお ける、機械的操作の無玩申II`SSさを物語る」と記述 し、蒙古語 を直訳 した

結果現れた もの と考えている。 しか し2.5.2で みた ように、複数標識の特殊な

用法を もつ漢語が実在 しているため、このような 「毎」が実際に用い られてい

た可能性 も考え られ る。但 し青海 ・甘粛方言の複数標識があ らゆる名詞 に付加

可能であつたのに対 し、擬i蒙漢語では無生物名詞 に 「毎」を付加す る用例 は『通

制條格』 に しか見 られない。 「毎」 の使用範 囲については今後 も考 えていきた

い。

3 同時代資料から見た擬蒙漢語

 本節 では青海 ・甘粛方言 との比較 か ら離れ 、擬 蒙漢語の同時代資料であるカ

ラホ ト文書の漢語、及び 『元朝秘史』原文 と総訳 との対応関係 に基づいて、擬

蒙漢語 の性質を再考す る。本稿で言及す るカラホ ト文書はいずれ も家族間でや

りとりされた私信の類 であり、蒙古語 からの翻訳 とい う過程 は想 定で きない。

36標 準語でも 「星星丁ﾌJ」のような用法が擬人的に用い られ ることはある
。ただ しそれは

文学作品中に限られる。
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3―1後 置要素の使用

 まず はカ ラホ ト文書37か らの用例 である。

(60)他 罎底執秋者。 「彼 に食事を出 しなさい。」

(61)普 福法師処帯了酒喪児二升。 「普福法師に酒甕 を二升持 ってい く。」

 例文(60)(61)で は共に、擬蒙漢語 と共通の後置要素 「根底」「処」が用い られ

ている。

 また 『元朝秘史』の原文 と総訳 を比較 した ところ、次の よ うな対応例が発見

された。

朦古語原文・漢語傍調

g��'es�   abala'asu

野 獣    打 国 呵

veke  �y匀e  tusisu

大  勾 當  委 付

一一 〉

→

C語 総訳「

野獣行打團呵

「野獣 を囲つて獲 るな らば、」(巻三(123))

大勾當裏可以委付

「大 きな仕事に任命 しよ う。」(巻七(197))

 上の二例では、蒙古語原文には格語尾が用いられてお らず、それ故、傍訳 に

も 「行」「裏」は付 されていない。 しか し総訳には後置要素 「行」「裏」が用い

られ てい る。この後置要素については 「蒙古語の翻訳」とい う考 えは適用でき

ない。 この事例 から、『元朝秘史』の訳者の言語 にこのよ うな後置 要素の用法

が あつた と考 えることがで きる。

3.2 存在動詞 「有」の特殊用法

 2.4.1で は存在動詞 「在」 と 「有」の併用について言及 したが、カラボ ト文

書38に も次 のよ うな用例が見 られた。

(62)嬢 嬢 已在張沙刺城外査里39… 「おばさん も既に張沙刺城の外 にいる」

この 「有 」 は例 文(51)(52)同 様 、本 来 は不要 な もので あ る。 この よ うな動 詞

「在」 「有 」 の併 用 は、蒙 古語 の存在 表現 の影響 を受 けた もの と考 え られ る。

蒙古 語 の存在 表 現 は、次 の よ うに な され る。

・Tai-du-da bug�-d� bidbei .(1312年 登封 県少 林 寺聖 旨碑蒙 古 語面 よ り)

大 都 に いる 時に書いた

37(60)は 李 逸 友 編 著(1991)
,p。191[F197:W27]、(61)は 同 書p,192[F249:W19]よ り。

38李 逸 友 編 著(1991)
,p,191【Fl97:W27]参 照 。

39こ の 哩 」 は 語 気 詞 で あ ろ う
。
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 っま り、漢語 では動詞 「在」一語で表現 され るところが、蒙古語では与位格

語尾(-da)と 存在動詞(b��)を用い るのである。そ して例文(51)(52)で は、本来 は

動詞 であった 「在 」が、蒙古語与位格語尾の影響 を受 けた結果、同形の介詞 「在」

として解釈 され、蒙古語存在動詞 に対応す る形 でさらに漢語 「有」が用い られ

ている と考え られ る。 つま り、以下のよ うな対応関係であ る。

擬蒙漢語:「 在」+目 的語+「 有」

蒙古語 、 目的語+与 位 語尾瞬 動詞

 同様 の指摘はすでに 田中(1962)に も見 られ る。 田中(1962)で は この現象 を翻

訳上の間題 として扱っている。 しか しカ ラホ ト文書においても例文(62)で 同様

の構造 が用い られてい る。 この事実 を考 える と、(51)(52)に 見 られ る擬蒙漢語

の 「在」 と 「有」の併用も、実際 に行われていた可能性 が高い といえる。

4結 語

 本稿 では、元代 の特定の文献に見 られる 「擬蒙漢語」とい う漢語の性質につ

いて、現代の漢語青海 ・甘粛方言 との類型的比較を通 じて考 えた。その結果、

以下の数 点の構造変化が両言語に共通 して起 きていた。

・標準的な漢語 には見 られないSOV語 順の文が多 く用い られている。
・後置要 素に よる文法格標示がなされ る

。
・「介詞+目 的語+後 置要素」 とい う構造が見 られる。

・否定辞 と他 の副詞 とが共出する場合、否定辞が動詞 の直前に用い られる。

・存在動詞 「有」が特殊な用法をもつ。
・複数標識 を

、人以外を表す名詞にも付加す ることができる。

 上記 の諸現象はいずれ も、周辺言語 との接触 の結果起きた言語変容であると

考 えられ る。これ らの事例に加 え、第3節 であげた同時代資料による直接的証

拠 をあわせ考えると、擬蒙漢語の ような特殊な構造を もつた漢語が元朝時代、

実際に用 い られていた と考えることができる。但 し細か く見れば擬蒙漢語 と青

海 ・甘粛方言の間には相違点もある。 これ らを どう解釈すべきかは、今後の課

題 としたい。
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付録1擬 蒙漢語文献毎の格標示法一覧

 先行研究では―括 りに扱われてきた擬蒙漢語文献であるが、実際には文献毎

に言語特徴 に 「量的 な」差が見 られ る。付録1で は各文献の格標示法について

数値 を挙げてお く(以下表中では 『通制』=『通制條格』,『直解』=『孝経直解』,

『秘史』=『元朝秘史』,o=目 的語,(+後 置要素)=「後置要素の付加 は任意」)。

表1-1)与 位格標示法 目的語ﾘ場 所

介詞+0(+後 置

要素)

0+裏

〇+内

0+慮

0+上

『通制』

10

129

5

『直解』

1

1

『秘史』

55

2

2

『老乞大』

45

23
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表1-2)与 位格標示法 目的語=場 所以外

介詞+0(+後 置

要素)

0+根 底

0+行

0+根 前

0+裏

0+慮

0+中

『通制』

7

161

1

2

54

1

『直解』

5

4

1

『秘史』

93

1

8

3

6

12

『老乞大』

1

2

i

5

表2・1)対 格標示法 目的語踏人を表す語

介詞+0

介詞+0+後 置

要素

『通制』

9

2

0+根 底 43

0+行

『直解』

6

3

『秘史』

217

1

16

『老乞大』

4

表2-2)対 格標示法 目的語ﾘ人 を表す語以外

介詞+0

0+根 底

0+行

『通制』

18

3(無 生物)

1(有 生物)

『直解』

9

『秘史』

113

2(有生物)

『老乞大』

5

表3・1)奪 格標示法 場所的

介詞+0(+後 置

要素)

O+根 底

0+裏

0+内

0+裏 頭

0+行

『通制』

16

10

ii

17

2

『直解』

2

『秘史』

64

3

2

2

『老乞大』

8

3

2
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表3-2)奪 格標示法 時間的

介詞+0(+後 置

要素)

『通制』

11

『直解』 『秘史』

10

『老乞大』

7

表4-1)造 格標示法 道具・手段

介詞+0

0+裏

『通制』

1

9

『直解』 『秘史』

1$

『老乞大』

表4―2)造 格標示法 依

介詞+0

介詞+O+裏

0+裏

『通制』

104

39

6

『直解』

3

1

『秘史』

14

『老乞大』

7

1

表5)共 同格標示 法

介詞 ・接続詞

介 詞+0+後 置

要素

0+根 底

『通制』

47

1

10

『直解』

2

『秘史』

91

2

『老乞大』

9
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付録2 青海 ・甘粛地方の言語地図

(中国社会科学院和澳大利g人 文科学院合編(1987)よ り)

一323一



元代"拟蒙汉语"与现代青海甘肃方言*

川橙哲也

摘要

在儿个元代文献中，出现了语法结构跟蒙古语相似的汉语。笔者把这种汉语叫做

"拟蒙汉语"。

过去有许多学者对"拟蒙汉语"的性质发表过各自的见解。但是，他们得出的结

论并不一致，有的学者说"它是元代中国北方的口语"、有的学者认为"它只不过

是元代公文中出现的翻译文体"。

为了探明元代"拟蒙汉语"的性质，本文通过将其跟现代汉语中青海甘肃方言

的类型比较，发现两者之间存在着以下几个共同点:

·有很多"宾一动"句子

·用后置要素来表示各种"格"关系

·否定词紧接动词和形容词，程度副词或其他状语远离中心词语

·表达"存在"时，在处所名词后用动词"有"

·复数标识不但可以用在人称代词之后，还可以用在普通名词之后

这些现象都可以解释为:是由于语言的接触而产生的语言变化。

除了本文中提到的儿个"间接证据"以外，还参考了内蒙古黑城出土的私信文

书。在儿封私信中，也有用后置要素来表示"格"关系的句子。

通过这样较全面的研究，我对"拟蒙汉语"的性质提出了以下的见解:

"元代‘拟蒙汉语'是经过语言接触而产生并实际存在的口头语言。"

*题目中的"拟蒙汉语"是太田辰夫先生说的"汉儿言语"和亦邻真先生说的"硬译公牍文体"

两种名称的总称。

(受理 日2003年7月21日 最 終原稿受理 日2003年12月22日)
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